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(57)【要約】
　貨物倉コーナー部防壁構造および貨物倉コーナー部防
壁設置方法が開示される。本発明の実施例による貨物倉
コーナー部防壁構造はそれぞれ単一体で分離製作され、
貨物倉のコーナー部に設置される第１コーナー部断熱ボ
ードと第２コーナー部断熱ボードを含むコーナー部下部
断熱ボードを含むものの、第１コーナー部断熱ボードと
第２コーナー部断熱ボードは下部保護板、下部断熱部材
および下部補助パネルが積層された形態であり、第１コ
ーナー部断熱ボードの一側傾斜面に第２コーナー部断熱
ボードの傾斜面が密着して界面を形成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ単一体で分離製作され、貨物倉のコーナー部に設置される第１コーナー部断熱
ボードと第２コーナー部断熱ボードを含むコーナー部下部断熱ボードを含むものの、
　前記第１コーナー部断熱ボードと前記第２コーナー部断熱ボードは下部保護板、下部断
熱部材および下部補助パネルが積層された形態であり、
　前記第１コーナー部断熱ボードの一側傾斜面に前記第２コーナー部断熱ボードの傾斜面
が密着して界面を形成する、貨物倉コーナー部防壁構造。
【請求項２】
　前記界面を中心に曲面形状のコーナー部位が配置され、前記第１コーナー部断熱ボード
と前記第２コーナー部断熱ボードの上部にかけて両端部側が締結部材によって結合される
曲面型２次防壁をさらに含む、請求項１に記載の貨物倉コーナー部防壁構造。
【請求項３】
　前記界面を中心に前記曲面型２次防壁を支持するように前記コーナー部下部断熱ボード
の上部に配置され、前記第１コーナー部断熱ボードと前記第２コーナー部断熱ボード間の
結合角度に対応する後面角部と、前記曲面型２次防壁のコーナー部位の形状に対応する形
状の上端部を有する支持部材をさらに含む、請求項２に記載の貨物倉コーナー部防壁構造
。
【請求項４】
　前記曲面型２次防壁と連結されるように前記貨物倉の平坦部に設置される平坦部下部断
熱ボードと前記コーナー部下部断熱ボードにかけて平板型２次防壁が配置され、
　前記コーナー部下部断熱ボード間にかけて配置されて前記曲面型２次防壁間の空間をカ
バーし、前記曲面型２次防壁と前記平板型２次防壁と連結される継手２次防壁をさらに含
む、請求項２に記載の貨物倉コーナー部防壁構造。
【請求項５】
　一体型で製作され、前記コーナー部下部断熱ボードと対応するように前記コーナー部２
次防壁上部に配置されるコーナー部上部断熱ボードをさらに含む、請求項４に記載の貨物
倉コーナー部防壁構造。
【請求項６】
　前記上部断熱ボードは上部補助パネル、上部断熱部材および上部保護板が積層された構
造であり、
　前記下部補助パネルの上部溝に挿入されて締結部材によって結合された固定片と、
　前記固定片の結合溝に垂直結合されて前記上部断熱ボードの内部ホール側に突出した結
合ボルトと、
　前記結合ボルトに結合され、前記上部補助パネルによって支持されるワッシャーと、
　前記結合ボルトに結合されて前記ワッシャー上部から下方に力が加えられるように締め
付けられるナットをさらに含む、請求項５に記載の貨物倉コーナー部防壁構造。
【請求項７】
　（ａ）第１コーナー部断熱ボードと前記第１コーナー部断熱ボードの一側に一定の結合
角度を有しながら設置される第２コーナー部断熱ボードを含むコーナー部下部断熱ボード
を貨物倉のコーナー部に設置する段階；
　（ｂ）前記コーナー部下部断熱ボードの上部に２次防壁を設置する段階；および
　（ｃ）前記２次防壁上部にコーナー部上部断熱ボードを設置する段階；を含むものの、
　前記第１コーナー部断熱ボードと第２コーナー部断熱ボードはそれぞれ単一体で分離製
作され、前記コーナー部上部断熱ボードは一体型で製作された、貨物倉コーナー部防壁設
置方法。
【請求項８】
　前記（ｂ）段階は、
　前記第１コーナー部断熱ボードと前記第２コーナー部断熱ボード間の結合角度に対応し
て曲がった曲面型２次防壁を締結部材によって前記第１コーナー部断熱ボードおよび前記
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第２コーナー部断熱ボードの上部にかけて結合させる段階と、
　前記貨物倉の平坦部に設置される平坦部下部断熱ボードと前記コーナー部下部断熱ボー
ドにかけて前記曲面型２次防壁と連結されるように平板型２次防壁を配置させる段階と、
　前記曲面型２次防壁間の空間をカバーしながら前記曲面型２次防壁と前記平板型２次防
壁が連結されるように継手２次防壁を前記コーナー部下部断熱ボード上に配置させる段階
を含む、請求項７に記載の貨物倉コーナー部防壁設置方法。
【請求項９】
　前記（ａ）段階の後、
　前記第１コーナー部断熱ボードと前記第２コーナー部断熱ボード間の結合角度に対応す
る後面角部と、前記曲面型２次防壁のコーナー部位の形状に対応する凹状の上端部を有す
る支持部材を前記コーナー部下部断熱ボードの上部に配置させる段階をさらに含む、請求
項８に記載の貨物倉コーナー部防壁設置方法。
【請求項１０】
　前記（ａ）段階は
　前記第１コーナー部断熱ボードの一側傾斜面に前記第２コーナー部断熱ボードの傾斜面
が密着して界面を形成するように前記第１コーナー部断熱ボードと前記第２コーナー部断
熱ボードを設置する段階を含み、
　前記曲面型２次防壁を結合させる段階は前記界面を中心に前記曲面型２次防壁の曲面形
状のコーナー部位が配置されるようにする、請求項８に記載の貨物倉コーナー部防壁設置
方法。
【請求項１１】
　前記第１コーナー部断熱ボードと前記第２コーナー部断熱ボードは下部保護板、下部断
熱部材および下部補助パネルが積層された形態であり、
　前記上部断熱ボードは上部補助パネル、上部断熱部材および上部保護板が積層された形
態であり、
　前記下部補助パネルの上部溝には締結部材によって結合された固定片が設けられ、
　前記（ｃ）段階は、
　前記固定片の結合溝に垂直結合されて前記上部断熱ボードの内部ホール側に突出した結
合ボルトに前記上部補助パネルによって支持されるようにワッシャーを締結する段階と、
　前記ワッシャー上部にナットを締結して下方に加圧する段階を含む、請求項８に記載の
貨物倉コーナー部防壁設置方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は貨物倉コーナー部防壁構造および貨物倉コーナー部防壁設置方法に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　極低温流体（例えば、ＬＮＧ）を運搬する船舶貨物倉の防壁構造は通常、１次防壁、上
部断熱ボード、２次防壁および下部断熱ボードが結合された構造である。これは、１次防
壁に少量の極低温流体の漏出がある場合、２次防壁で該当流体の追加的な漏出を防止する
ためである。
【０００３】
　貨物倉コーナー部には、コーナー部の形態によって製作された下部断熱ボード、２次防
壁および上部断熱ボードが設置される。このとき、コーナー部下部断熱ボードは通常、一
体型で製作されてコーナー部に設置され、コーナー部上部断熱ボードも一体型で製作され
てコーナー部下部断熱ボードの上部に配置された２次防壁の上に設置される。これと関連
した技術が韓国公開特許第１０－２００８－００８１３１４号（２０１０．０３．０３．
公開）に開示されている。
【０００４】
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　しかし、コーナー部下部断熱ボードはプライウッド材質の下部保護板とフォーム材質の
下部断熱部材を接着する方式で製作されて、極低温流体による熱応力と船体（ｈｕｌｌ）
の変形による剥離応力（ｐｅｅｌ　ｓｔｒｅｓｓ）およびせん断応力（ｓｈｅａｒ　ｓｔ
ｒｅｓｓ）などに弱い問題点がある。すなわち、多様な荷重条件において収縮膨張しなが
ら発生する荷重に耐えることができなく、変形または破損する恐れがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の実施例は様々な荷重条件に効率的に対応できる貨物倉コーナー部防壁構造およ
び貨物倉コーナー部防壁設置方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一側面によれば、それぞれ単一体で分離製作され、貨物倉のコーナー部に設置
される第１コーナー部断熱ボードと第２コーナー部断熱ボードを含むコーナー部下部断熱
ボードを含むものの、前記第１コーナー部断熱ボードと前記第２コーナー部断熱ボードは
下部保護板、下部断熱部材および下部補助パネルが積層された形態であり、前記第１コー
ナー部断熱ボードの一側傾斜面に前記第２コーナー部断熱ボードの傾斜面が密着して界面
を形成する貨物倉コーナー部防壁構造が提供され得る。
【０００７】
　前記界面を中心に曲面形状のコーナー部位が配置され、前記第１コーナー部断熱ボード
と前記第２コーナー部断熱ボードの上部にかけて両端部側が締結部材によって結合される
曲面型２次防壁をさらに含むことができる。
【０００８】
　前記界面を中心に前記曲面型２次防壁を支持するように前記コーナー部下部断熱ボード
の上部に配置され、前記第１コーナー部断熱ボードと前記第２コーナー部断熱ボード間の
結合角度に対応する後面角部と、前記曲面型２次防壁のコーナー部位の形状に対応する形
状の上端部を有する支持部材をさらに含むことができる。
【０００９】
　前記曲面型２次防壁と連結されるように前記貨物倉の平坦部に設置される平坦部下部断
熱ボードと前記コーナー部下部断熱ボードにかけて平板型２次防壁が配置され、前記コー
ナー部下部断熱ボード間にかけて配置されて前記曲面型２次防壁間の空間をカバーし、前
記曲面型２次防壁と前記平板型２次防壁と連結される継手２次防壁をさらに含むことがで
きる。
【００１０】
　一体型で製作され、前記コーナー部下部断熱ボードと対応するように前記コーナー部２
次防壁上部に配置されるコーナー部上部断熱ボードをさらに含むことができる。
【００１１】
　前記上部断熱ボードは上部補助パネル、上部断熱部材および上部保護板が積層された構
造であり、前記下部補助パネルの上部溝に挿入されて締結部材によって結合された固定片
と、前記固定片の結合溝に垂直結合されて前記上部断熱ボードの内部ホール側に突出した
結合ボルトと、前記結合ボルトに結合され、前記上部補助パネルによって支持されるワッ
シャーと、前記結合ボルトに結合されて前記ワッシャー上部から下方に力が加えられるよ
うに締め付けられるナットをさらに含むことができる。
【００１２】
　本発明の他の側面によれば、（ａ）第１コーナー部断熱ボードと前記第１コーナー部断
熱ボードの一側に一定の結合角度を有しながら設置される第２コーナー部断熱ボードを含
むコーナー部下部断熱ボードを貨物倉のコーナー部に設置する段階；（ｂ）前記コーナー
部下部断熱ボードの上部に２次防壁を設置する段階；および（ｃ）前記２次防壁上部にコ
ーナー部上部断熱ボードを設置する段階；を含むものの、前記第１コーナー部断熱ボード
と第２コーナー部断熱ボードはそれぞれ単一体で分離製作され、前記コーナー部上部断熱
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ボードは一体型で製作された貨物倉コーナー部防壁設置方法が提供され得る。
【００１３】
　前記（ｂ）段階は、前記第１コーナー部断熱ボードと前記第２コーナー部断熱ボード間
の結合角度に対応して曲がった曲面型２次防壁を締結部材によって前記第１コーナー部断
熱ボードおよび前記第２コーナー部断熱ボードの上部にかけて結合させる段階と、前記貨
物倉の平坦部に設置される平坦部下部断熱ボードと前記コーナー部下部断熱ボードにかけ
て前記曲面型２次防壁と連結されるように平板型２次防壁を配置させる段階と、前記曲面
型２次防壁間の空間をカバーしながら前記曲面型２次防壁と前記平板型２次防壁が連結さ
れるように継手２次防壁を前記コーナー部下部断熱ボード上に配置させる段階を含む。
【００１４】
　前記（ａ）段階以後に、前記第１コーナー部断熱ボードと前記第２コーナー部断熱ボー
ド間の結合角度に対応する後面角部と、前記曲面型２次防壁のコーナー部位の形状に対応
する凹状の上端部を有する支持部材を前記コーナー部下部断熱ボードの上部に配置させる
段階をさらに含む。
【００１５】
　前記（ａ）段階は前記第１コーナー部断熱ボードの一側傾斜面に前記第２コーナー部断
熱ボードの傾斜面が密着して界面を形成するように前記第１コーナー部断熱ボードと前記
第２コーナー部断熱ボードを設置する段階を含み、前記曲面型２次防壁を結合させる段階
は前記界面を中心に前記曲面型２次防壁の曲面形状のコーナー部位が配置されるようにす
る。
【００１６】
　前記第１コーナー部断熱ボードと前記第２コーナー部断熱ボードは下部保護板、下部断
熱部材および下部補助パネルが積層された形態であり、前記上部断熱ボードは上部補助パ
ネル、上部断熱部材および上部保護板が積層された形態であり、前記下部補助パネルの上
部溝には締結部材によって結合された固定片が設けられ、前記（ｃ）段階は、前記固定片
の結合溝に垂直結合されて前記上部断熱ボードの内部ホール側に突出した結合ボルトに前
記上部補助パネルによって支持されるようにワッシャーを締結する段階と、前記ワッシャ
ー上部にナットを締結して下方に加圧する段階を含む。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の実施例による貨物倉コーナー部防壁構造および貨物倉コーナー部防壁設置方法
は多様な荷重条件に効率的に対応することができる。
【００１８】
　また、それぞれ単一体で分離製作されて貨物倉のコーナー部に横方向と縦方向に設置さ
れる第１コーナー部断熱ボードと第２コーナー部断熱ボードを含むコーナー部下部断熱ボ
ードを設けることによって、極低温流体による熱応力と船体変形による剥離応力およびせ
ん断応力などに効率的に対応することができる。
【００１９】
　本発明の効果は前記で言及した効果に制限されず、言及されていないさらに他の効果は
特許請求の範囲の記載から当業者に明確に理解できるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施例による貨物倉防壁構造の斜視図。
【図２】図１に図示された防壁構造のうちコーナー部および平坦部に下部断熱ボードおよ
びその一部に２次防壁が設置された形態を示した斜視図。
【図３】分離製作されたコーナー部下部断熱ボードが図２に図示された貨物倉コーナー部
に設置される前の姿を斜視図で図示した図面。
【図４】図３に図示されたコーナー部下部断熱ボードが貨物倉コーナー部に設置された姿
を斜視図で図示した図面。
【図５】図４に図示されたコーナー部下部断熱ボードをスタッドボルトを利用して船体の
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内壁に固定させた姿を断面図で図示した図面。
【図６】図４に図示されたコーナー部下部断熱ボードの上部に支持部材が設置された姿を
斜視図で図示した図面。
【図７】図６に図示された支持部材上部に曲面型２次防壁を配置させた姿を斜視図で図示
した図面。
【図８】図７に図示された曲面型２次防壁と連結されるように平板型２次防壁と継手２次
防壁を設置した姿を斜視図で図示した図面。
【図９】図８に図示された２次防壁上部に結合ボルトを利用してコーナー部上部断熱ボー
ドを設置した姿を断面図で図示した図面。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下では本発明の実施例を添付図面を参照して詳細に説明する。以下に紹介される実施
例は本発明が属する技術分野で通常の知識を有した者に本発明の思想を十分に伝達させる
ために例として提供されるものである。本発明は以下で説明される実施例に限定されず、
他の形態でも具体化され得る。本発明を明確に説明するために説明と関係のない部分は図
示を省略し、図面において、構成要素の幅、長さ、厚さなどは便宜のために誇張して表現
され得る。明細書全体に亘って同じ参照番号は同じ構成要素を指し示す。
【００２２】
　図１と図２を参照すれば、本発明の実施例による極低温流体（例えば、液化天然ガス（
ＬＮＧ））を貯蔵する貨物倉の防壁構造はコーナー部および平坦部に設置される。貨物倉
のコーナー部に設置される防壁構造はコーナー部下部断熱ボード１１０、コーナー部２次
防壁、コーナー部上部断熱ボード１６０および結合装置を含む。
【００２３】
　図２と図３を参照すれば、コーナー部下部断熱ボード１１０はそれぞれ単一体で分離製
作された第１コーナー部断熱ボード１１０ａと第２コーナー部断熱ボード１１０ｂを含む
。第１コーナー部断熱ボード１１０ａは貨物倉のコーナー部底面に配置され、第２コーナ
ー部断熱ボード１１０ｂは貨物倉のコーナー部の側面に配置される。貨物倉の側面側に傾
斜面（Ｇ１）を形成する第１コーナー部断熱ボード１１０ａの一側には第２コーナー部断
熱ボード１１０ｂの傾斜面（Ｇ２）が密着して界面（Ｂ）を形成する。貨物倉コーナー部
位形態により第１コーナー部断熱ボード１１０ａと第２コーナー部断熱ボード１１０ｂは
例えば、９０度、１３５度などの多様な角度で配置され得る。以下の実施例では理解を助
けるために第１コーナー部断熱ボード１１０ａと第２コーナー部断熱ボード１１０ｂが９
０度角度で配置されたものを例にして説明する。
【００２４】
　第１コーナー部断熱ボード１１０ａと第２コーナー部断熱ボード１１０ｂはそれぞれ下
部保護板１１１、下部断熱部材１１２および下部補助パネル１１３が積層された構造であ
り得る。これは貨物倉平坦部に設置される平坦部下部断熱ボード１０も同じである。下部
保護板１１１は例えば、プライウッドなどで製作され得る。下部断熱部材１１２は下部保
護板１１１上部に接着剤（例えばグルーなど）により接合され得、ポリウレタンフォーム
（ＰＵＦ、Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｆｏａｍ）、強化ポリウレタンフォーム（ＲＰＵ
Ｆ、Ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｄ　ＰＵＦ）などで製作されて極低温状態の流体から船体を保護
することができる。下部断熱部材１１２の上部の下部補助パネル１１３はプライウッドな
どで製作され得る。下部断熱部材１１２と下部補助パネル１１３は上部の角部位が傾斜し
た形態に面取り（Ｃ）処理されて、２次防壁しわ部の交差する部位が該当部位に適合に配
置されるようにすることができる。
【００２５】
　図４と図５を参照すれば、コーナー部下部断熱ボード１１０は船体の内壁２にマスチッ
ク３、スタッドボルト４などによって固定され得る。スタッドボルト４は船体の内壁２に
垂直固定され、コーナー部下部断熱ボード１１０に形成された内部ホール（Ｓ１）に差し
込まれる。スタッドボルト４の下部は船体の内壁２に溶接接合され得る。スタッドボルト
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４に締結されるワッシャー５は下部保護板１１１により支持され、ワッシャー５上部にナ
ット６が締結されて下方に加圧することができる。スタッドボルト４が設置された下部断
熱ボード１１０の内部ホール（Ｓ１）には、例えばフォーム材質のプラグ部材７が配置さ
れ得る。
【００２６】
　図６に図示した通り、支持部材１３０は界面（Ｂ）を中心にコーナー部下部断熱ボード
１１０の上部に配置される。支持部材１３０は上部に配置される曲面型２次防壁１２１を
支持するように第１コーナー部断熱ボード１１０ａと第２コーナー部断熱ボード１１０ｂ
にかけて界面（Ｂ）を中心に密着するように配置される。支持部材１３０は第１コーナー
部断熱ボード１１０ａと第２コーナー部断熱ボード１１０ｂ間の結合角度に対応する後面
角部１３０ａと、曲面型２次防壁１２１のコーナー部位１２１ａの形状に対応する凹状の
上端部１３０ｂを有する。このような支持部材１３０は曲面型２次防壁１２１のコーナー
部位１２１ａとコーナー部下部断熱ボード１１０間の隙間に密着するように配置されるた
め、曲面型２次防壁１２１とコーナー部下部断熱ボード１１０の間より安定した結合をな
させ、多様な条件で作用する荷重に効果的に対応することができるようにする。
【００２７】
　コーナー部２次防壁は曲面型２次防壁１２１と継手２次防壁（１２３、図８参照）を含
む。
【００２８】
　図７を参照すれば、曲面型２次防壁１２１は支持部材１３０の上部に配置されるものの
、界面（Ｂ）を中心に曲面形状のコーナー部位１２１ａが配置される。曲面型２次防壁１
２１は曲面型のコーナー部位１２１ａから両側に平坦部位１２１ｂを延長形成し、第１コ
ーナー部断熱ボード１１０ａと第２コーナー部断熱ボード１１０ｂ間の結合角度によりコ
ーナー部位１２１ａの曲がった程度があらかじめ設計および製作され得る。本発明の実施
例で曲面型２次防壁１２１は、平坦部位１２１ｂ間に形成される角度が９０度角度をなす
ように製作され得る。曲面型２次防壁１２１はリベットなどを含む締結部材（Ｒ１）によ
り両側の平坦部位１２１ｂの端部側が第１コーナー部断熱ボード１１０ａと第２コーナー
部断熱ボード１１０ｂの上部にそれぞれ結合される。このように、第１コーナー部断熱ボ
ード１１０ａと第２コーナー部断熱ボード１１０ｂは上部に配置される曲面型２次防壁１
２１によって相互の傾斜面（Ｇ１、Ｇ２、図３参照）が密着した状態で効果的に結合され
得る。
【００２９】
　図２および図８を参照すれば、貨物倉の平坦部に設置される平坦部下部断熱ボード１０
およびコーナー部下部断熱ボード１１０にかけて上部に曲面型２次防壁１２１と連結され
る平板型２次防壁１２２が配置される。平坦部下部断熱ボード１０は上部溝に横および縦
方向にストリップ部材１２を設けることができる。平坦部下部断熱ボード１０は説明の便
宜上図８では図示していない。
【００３０】
　平板型２次防壁１２２は平坦部下部断熱ボード１０の上部および／またはこれら１０間
の空間をカバーすることができる。また、平板型２次防壁１２２は両側のコーナー部下部
断熱ボード１１０にそれぞれ配置された曲面型２次防壁１２１と周辺部が連結されるよう
に配置されて、貨物倉コーナー部と平坦部の下部断熱ボード１１０、１０の上部および／
またはこれら下部断熱ボード１１０、１０間の空間をカバーすることができる。平板型２
次防壁１２２は平坦部下部断熱ボード１０の上部および／またはこれら１０間の空間をカ
バーするように平坦部下部断熱ボード１０の上部に設けられたスタッドボルト５に結合さ
れる方式で設置され得る。このとき、スタッドボルト５は正四角形の形態で配列された平
坦部下部断熱ボード１０の上部の中心部位に設けられ得、平板型２次防壁１２２は２個以
上の平坦部下部断熱ボード１０の上部をカバーすることができる。また、平板型２次防壁
１２２は、貨物倉コーナー部と平坦部の下部断熱ボード１１０、１０の上部および／また
はこれら下部断熱ボード１１０、１０間の空間をカバーするように、平坦部下部断熱ボー
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ド１０の上部に設けられたスタッドボルト５およびコーナー部下部断熱ボード１１０に設
けられた結合ボルト１７０に結合される方式で設置され得る。結合ボルト１７０について
は図９で詳細に説明することにし、平坦部下部断熱ボード１０の上部に設けられたスタッ
ドボルト５とコーナー部下部断熱ボード１１０に設けられた結合ボルト１７０は同じ形態
で製作され得る。
【００３１】
　継手２次防壁１２３は曲面型２次防壁１２１間の空間をカバーし、曲面型２次防壁１２
１および平板型２次防壁１２２と連結されるようにコーナー部下部断熱ボード１１０間に
かけて配置される。継手２次防壁１２３は曲面型２次防壁１２１と対応する角度で曲がっ
た形状で設けられ得る。曲面型２次防壁１２１、平板型２次防壁１２２および継手２次防
壁１２３の互いに重なる部位は溶接接合され得る。
【００３２】
　図１と図９を参照すれば、コーナー部上部断熱ボード１６０は一体型で製作されてコー
ナー部下部断熱ボード１１０と対応するように２次防壁上部に配置される。コーナー部上
部断熱ボード１６０は衝撃吸収層１６１、上部補助パネル１６２、上部断熱部材１６３お
よび上部保護板１６４が積層された形態であり得る。これは貨物倉平坦部に設置される平
坦部上部断熱ボード２０も同じである。コーナー部上部断熱ボード１６０上部にはコーナ
ー部１次防壁１９０が設置され得る。コーナー部１次防壁１９０は平坦部上部断熱ボード
２０の上部に設置される平坦部１次防壁３０と互いに連結され得る。ここで、平坦部上部
断熱ボード２０は下側の平坦部下部断熱ボード１０を２つ以上カバーするように長方形の
形状で製作され得る。このとき、前述した通り、平坦部上部断熱ボード２０と平坦部下部
断熱ボード１０の間には平板型２次防壁１２２が介在され、平坦部上部断熱ボード２０の
大きさは例えば平坦部下部断熱ボード１０と１：２の比率で製作され得る。平坦部上部断
熱ボード２０は前述したスタッドボルト５に結合される方式で設置され得る。平坦部上部
断熱ボード２０は上部溝に熱応力に対応することができるように横および縦方向にスライ
ディング可能なストリップ部材２３を設けることができる。
【００３３】
　図９に図示した通り、前述した結合装置は結合ボルト１７０および締結ユニット１８０
を含む。下部補助パネル１１３の上部溝１１３ａにはリベットなどのような締結部材（Ｒ
２）により結合される固定片（１４０、図３参照）が設けられる。固定片１４０と下部補
助パネル１１３の上部溝１１３ａの間には間隔が存在し得、これは熱応力に効果的に対応
するためである。固定片１４０は例えば金属材質などで製作され得る。
【００３４】
　このとき、結合ボルト１７０は固定片１４０の結合溝１４０ａに垂直結合されてコーナ
ー部上部断熱ボード１６０の内部ホール（Ｓ２）側に突出する。結合ボルト１７０に結合
された平板型２次防壁１２２の貫通ホール周辺部は固定片１４０に円溶接方式で溶接（Ｗ
）接合され得る。固定片１４０の結合溝１４０ａは一定深さの溝形態であり得る。
【００３５】
　締結ユニット１８０は上部断熱ボード１６０内部ホール（Ｓ２）に突出した結合ボルト
１７０に結合されて、上部補助パネル１６２により支持されるワッシャー１８１と、結合
ボルト１７０に結合されてワッシャー１８１上部から下方に力が加えられるように締め付
けられるナット１８２を含む。コーナー部上部断熱ボード１６０の内部ホール（Ｓ２）上
端は蓋（図示されず）により仕上げ処理され得る。
【００３６】
　以下、貨物倉コーナー部防壁設置過程について説明する。
【００３７】
　図３と図４を参照すれば、まず、貨物倉の側面側に傾斜面（Ｇ１）が向かうように横方
向に第１コーナー部断熱ボード１１０ａを設置した後、該当傾斜面（Ｇ１）に密着するよ
うに第２コーナー部断熱ボード１１０ｂを縦方向に設置し、第２コーナー部断熱ボード１
１０ｂの傾斜面（Ｇ２）が第１コーナー部断熱ボード１１０ａの傾斜面（Ｇ１）に密着す
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るようにする。このとき、船体の内壁２に垂直固定されたスタッドボルト４に各断熱ボー
ド１１０ａ、１１０ｂの内部ホール（Ｓ１）が差し込まれるようにして、第１コーナー部
断熱ボード１１０ａと第２コーナー部断熱ボード１１０ｂをそれぞれ設置することができ
る。このような方法で、他のコーナー部下部断熱ボード１１０を並んで設置することがで
きる。
【００３８】
　次に図６を参照すれば、支持部材１３０を第１コーナー部断熱ボード１１０ａと第２コ
ーナー部断熱ボード１１０ｂにかけて界面（Ｂ）を中心に配置させる。
【００３９】
　次に図７を参照すれば、曲面型２次防壁１２１を支持部材１３０の上部に配置させ、締
結部材（Ｒ１）により第１コーナー部断熱ボード１１０ａと第２コーナー部断熱ボード１
１０ｂの上部にかけて両側端部を結合させる。ここで、界面（Ｂ）を中心に曲面型２次防
壁１２１の曲面形状のコーナー部位１２１ａが配置されるようにする。曲面型２次防壁１
２１を通じて、それぞれ単一体で分離製作された第１コーナー部断熱ボード１１０ａと第
２コーナー部断熱ボード１１０ｂを効果的に結合させることができ、極低温流体による熱
応力と船体変形による剥離応力およびせん断応力などに効率的に対応することができる。
このとき、前述したスタッドボルト４にワッシャー５とナット６を締結し、第１コーナー
部断熱ボード１１０ａと第２コーナー部断熱ボード１１０ｂの内部ホール（Ｓ１）にプラ
グ部材７を挿入した後、蓋８を被せるなどの作業が遂行され得る。該当作業は、前述した
船体の内壁２に垂直固定されたスタッドボルト４に第１コーナー部断熱ボード１１０ａと
第２コーナー部断熱ボード１１０ｂを設置した後に遂行されることもある。
【００４０】
　次に図８を参照すれば、曲面型２次防壁１２１と連結されるように平坦部下部断熱ボー
ド（１０、図２参照）の上部の平板型２次防壁１２２を配置させる。図８では説明の便宜
上平坦部下部断熱ボード１０は図示していない。
【００４１】
　次に、曲面型２次防壁１２１間の空間をカバーし、曲面型２次防壁１２１および平板型
２次防壁１２２と連結されるようにコーナー部下部断熱ボード１１０間にかけて継手２次
防壁１２３を設置する。曲面型２次防壁１２１と平板型２次防壁１２２および継手２次防
壁１２３間に互いに重なる周辺部は溶接接合され得る。
【００４２】
　次に、図１と図９を参照すれば、コーナー部下部断熱ボード１１０と対応するように２
次防壁上部にコーナー部上部断熱ボード１６０を配置させる。
【００４３】
　次に、コーナー部上部断熱ボード１６０内部ホール（Ｓ２）に突出した結合ボルト１７
０にワッシャー１８１とナット１８２をそれぞれ締結し、ワッシャー１８１が上部補助パ
ネル１６２により支持された状態でナット１８２を締付けて下方に加圧する。内部ホール
（Ｓ２）上端は蓋（図示されず）によりカバーされ得る。
【００４４】
　以後、コーナー部上部断熱ボード１６０上部にコーナー部１次防壁１９０の設置作業が
なされ得る。
【００４５】
　前述した貨物倉コーナー部防壁設置作業は平坦部防壁設置作業と歩調を合わせて順次的
に進行され得る。すなわち、下部断熱ボード、２次防壁、上部断熱ボード、１次防壁の順
序で設置され得る。
【００４６】
　以上では特定の実施例について図示して説明した。しかし、本発明は前記した実施例に
のみ限定されず、発明が属する技術分野で通常の知識を有した者であれば以下の特許請求
の範囲に記載された発明の技術的思想の要旨を逸脱することなく、いくらでも多様に変更
実施できるであろう。
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